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茶は時代により異なる社会需要に応じて 産地を変化させ 茶の栽培 製茶技術をつくりだしてきた
また 茶の生産に適した自然環境が 茶産地の形成に深く関わっている そこで本研究では 日本における
茶産地の発祥状況や形成過程を整理すると共に 地形 水系を把握した上で 茶産地における景観構造を明
らかにすることを目的とした
研究対象地として 茶の生産に適した自然環境状態により栽培地が選定されていた近代以前からの産地
地区を選定した 調査分析の結果 茶産地の発祥要因は 発祥の祖の相違により タイプに分類された ま
た 茶産地の形成過程は 主導者や生産 流通体制などの茶産業のあり方の相違により タイプに分類され
た 茶産地の地形構造は 茶産地と河川の立地関係により タイプに 茶産地と傾斜分布関係から タイプ
に整理された 最後に景観構造のタイプ分類を行い 茶産地の景観構造は発祥時期や発祥要因によって特徴
づけられると共に これらの要因が茶産地としての選定にも影響を及ぼしていることが明らかとなった
日本茶産地 茶園景観 地形 景観構造 文化的景観
変化の要因について分析を行っている
しかし 農山村の景観とは農業形態や空間整備により常
茶業界における産地呼称基準の設定 や 栽培から に変化し続けてきた景観である 横張ら が指摘す
製茶までをひとつの農園が行う単一農園茶 有機栽培を行 るように 農村景観の保全は 姿カタチや機能の背景にあ
う茶園などに対する評価が高まりつつある ワインの品 る 環境と人との生きた関係性の保全にまで立ち戻って考
質保証に 栽培地における気候 土壌 地勢などの自然条件 えるとき はじめて展望され 創造的な行為としての認
などを総合的に評価するテロワ ル概念があるが この概 識が必要 である そこで産業が営まれる環境と人との
念は日本茶にも適合するという海外からの指摘 もあり 関係性を明らかにした上で その眺めとして表れる景観の
近年は茶業における伝統的手法に注目が集まっている 特徴を構造的に整理することが重要と考えた
一方 農林水産業に関連する文化的景観の保護に関す 深町 は 農山村の景観を地形と土地利用との関
る調査研究 報告 において 静岡県の 牧ノ原 係から構造的に捉え 三好ら との研究において地
大茶園静岡県牧ノ原台地 や埼玉県の 入間の茶畑 が重 形要因と水利用形態との関係によって構築された地区景観
要地域として選出された 平成 年には 茶園に について分析を行っている
よって構成される茶業の独特な景観を含む 宇治の文化的 本研究は 生きている景観 として注目されつつある
景観 が 重要文化的景観 として選定された 日本固有 茶園を研究対象とし 茶業を生活基盤とした農山村におい
の自然と文化を継承する観点から茶業の景観が注目される て 現在の茶業景観の基盤となる景観形成過程を 地形的
潮流にある 要因と人為的要因から整理し 景観構造の明確化を目的と
平成 年の文化財保護法一部改正に伴い設けら した
れた 文化的景観 とは 地域における人 の生活又は生
業及び当該地域の風土により形成された景観地 の保全を
目的とする 前述した 農林水産業に関連する文化的景観
の保護に関する調査 を始めとし 近年農山村にお 文献調査から日本茶生産の概要について把握した
ける産業に関連した景観研究が行われている また 茶文化と社会背景の関連性を整理し 日本茶 以下
マテオら や宮脇ら は 農山村の文化的 茶と記す に関する時代区分を行った
景観における景観構成要素に着目し 変遷等について整理
を行った また水野ら は 農村における場の景
観に着目し その変遷について調査を行った 佐藤ら 文献調査から日本国内における茶産地とその所在地 特
は 琵琶湖湖岸全域の土地利用変遷を整理し 景観 徴を把握した 次に茶生産の特徴を鑑み 本研究の対
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象茶産地の選出基準を検討し 対象茶産地を選定した 茶の生態に適した環境を栽培地として選定しており 本研
究では 環境と人の関係性を重視する上から 明治以前か
らの栽培地を研究対象とした
文献調査から茶産地の発祥要因について整理を行い 栽 また栽培の起源を基に 山本 は静岡県の茶業地域
培の祖にみられる特徴毎に類型化を行った を山地型と台地型に分類した また大石 は 上記
タイプに山沿い型を加えて タイプに分類している 山
地型は 冷涼な気温と霧の深い高湿度な環境を有し 上級
文献調査から茶産地の形成過程を整理した 少量の茶栽 茶栽培に向くとされる 山沿い型は 平地部分で稲作を行
培と限定的な茶利用だけでなく 茶産業として需要と供給 い 斜面部分に茶栽培という複合型が多い また平地型は




面模式図と断面図を作成し 地形および水系の状態を把握 承元 年に栄西によって執筆された 喫茶養生
した 次に 把握した茶産地の地形構造の類型化を行った 記 は 日本における初の茶専門文献であるが 喫茶の効
用や製法について記されたものであり 産業としての茶に
ついての記述はみられない 弘長 年に津宗の僧叡
類型化した茶産地の発祥および形成過程と地形構造との 尊の弟子である性海が記した 関東往還記 では 儲茶
関係を分析し 茶産地の景観構造の特徴について考察を の地として守山 愛知河 美濃柏原 駿河国麻利子 清見
行った 関 見付 伊豆国逆尾の宿 懐島が記されている 大石
は これら儲茶の地の多くが現在も茶産地であり
この時期すでに茶の小産地であったと推考している
茶生産の概要を把握するため 茶栽培における環境的側 南北朝時代の文献とされる虎関師錬の 異制庭訓往来
面と人為的側面から整理を行った 環境的側面として 茶 には 当時の茶名産地として 栂尾 仁和寺 醍醐 宇治
の栽培適地について 人為的側面として 茶産業形成過程 葉室 般若寺 神尾寺があり ほか大和宝生 伊賀八鳥
の概要について以下にまとめた 伊勢河居 駿河清見 武蔵河越が明記されている
天和年間 に成立されたと推定される 百
姓伝記 によると 茶ハ上下万民の用いるものなり 畠の
茶の品質は 気象と土壌から大きな影響を受ける 標高 境 或いハ山畑などの あしくて作毛の出来かぬる処 屋
が高く 気温がやや寒冷で 河川の流域であり 霧の発生 敷のうちなど 明地の処に植えし と記述されている 江
が多い場所に上級茶産地の多くが分布する また地質的に 戸時代には茶は日本全国の万民に飲まれるに至り 畑の境
は 古生層の土壌が最も適している や山畑 屋敷の空地に植えることが推奨されていることが
一方 近代における茶栽培は 品種改良技術や施肥技術 読み取れる
の発達 摘採方法や製造方法の機械化により 栽培地を広 日本の近代茶栽培は 安政 年の横浜開港による
げ 茶業として急速な発展を遂げた 生育北限を超えた栽 茶の輸出量増加から始まるとされている 外貨獲得のた
培が可能となり 大量収量を目的とした栽培地選定が行わ め 全国各地で茶栽培が推奨され 大量収量を目的とした
れるようになった 技術革新が進められた 一方 粗悪茶の流出やてん茶栽培
大石 は日本の茶栽培地を 明治以前からの栽培 地の衰退など新たな課題も生じることとなった
地と明治初期以降の栽培地の つに大別している 前者 茶産業の形成過程は 喫茶利用層の拡大による利用目的
は ヤマチャを基に園茶化したものや畦畔茶などの栽培形 や需要の変化と関係しながら 産業としての栽培地選定や
態が含まれる 後者は大規模面積の茶畑であり 収量も多 拡大が図られたと考えられる
いのに比べ 前者は小規模栽培地であり 手摘みなおの伝
統的手法で収穫が行われている
従来 茶は中山間地の焼畑農業地帯の植物として栽培さ 茶の利用状況および茶文化 社会背景の関係を分析し
れてきた 佐 木 は ヤマチャの生態的特色とし 茶に関する時代区分を以下 区分に整理した
て 耐火性の強い根をあげ 焼畑農業における火入れに対 期 平安時代 鎌倉時代 茶導入期
し ヤマチャの根だけが生き残り 焼畑の輪作 年目か 茶の利用は 古代のヤマチャ利用から始まる 喫茶利用
ら急速な生育をすると指摘している 山本 は 茶 は 最澄 空海 聖一国師等の遣唐 入宋僧により日本へ
が焼畑農業に適した作物であったことが 栽培作物への展 伝えられたというのが定説となっており 中国の影響を受
開へ繋がったとしている けながら宮中や貴族による飲料利用または仏教僧侶による
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内は地区名 各茶産地の発祥要因を把握するため 発祥時期 栽
培の祖 具体的な発祥行為 栽培場所 茶産地所在
にまで普及する段階には至らなかった 地 について調査分析を行った その結果 栽培の祖の相
鎌倉時代 中国から禅宗を日本に伝来させた僧栄西が 違により 以下 つのタイプに分類された 表 なお
布教活動と共に薬としての茶の効用を流布させた やがて 発祥行為に関しては 茶種の播種から栽培した事が明確な
禅宗は鎌倉幕府に認められ 禅宗と茶は武家政権と密接な ものを 播種 栽培 種からの栽培か苗からの栽培かが判
関係を築いた 荘園内茶園による貢茶が行われ始め 武士 別不能なものを 栽培 とした
階級の勃興は武家茶を生んだ 武士階級の喫茶利用は茶道
発展へと結びついていく
期 室町時代 安土桃山時代 喫茶普及期 茶産地発祥の要因が 僧侶による播種または栽培方法伝
室町幕府の足利尊氏は茶を重宝し 東山文化期の 代将 授である茶産地は 産地 地区と対象茶産地の約半数で
軍足利義政は茶道文化へのきっかけをつくった 安土桃山 あった 発祥時期は 期 平安時代 鎌倉時代 または
時代に千利休が茶の湯を大成し 大名階級により茶の湯は 期 室町時代 安土桃山時代 の室町時代が 産地あり
政治的利用がなされていく 一方南北朝以降は 一服一銭 早期に産地発祥した傾向を示している また中国から持ち
街道の茶 町の茶屋等庶民による喫茶習慣も広まっていく 込まれた茶種を 境内や寺周辺に播種した産地が 産地と
期 江戸時代 商品作物化期 多くみられた
江戸時代 代将軍徳川家光以降は政治が安定し 茶の
湯は趣味的利用が強まる 元禄文化や化政文化が起こり
裕福な町人の間に茶道が広まる 一方 年貢のための商品 茶産地発祥の要因は 渡来人による播種である茶産地が
作物としての価値が認められ 藩による栽培推奨が行われ 産地確認された 発祥時期はいずれも 期 室町時代
るようになる 江戸時代後期になると 茶は庶民誰もが飲 安土桃山時代 であり 茶産地の所在地は九州である
める嗜好品となっていく 期は 陶磁器史において渡来工人達によって新しい陶磁器
期 明治時代以降 産業構造変革期 製造の潮流が生み出された時期でもある 豊臣秀吉によ
幕末に開国がなされ 茶の輸出がはじまると国内消費だ る朝鮮侵略の派遣軍引き上げにあたり 複数の大名達が自
けでなく 国外消費が加わり茶の需要が増加する 海外に 領土に朝鮮工人を連れ帰った社会背景の影響が大きいとさ
販路を拡大した茶業は発展をみせるが 茶業に携わる労働 れている 執政者により指定された居住地区内で 渡来人
者の賃金上昇に伴い 茶の生産過程における省力化が求め 達が陶工活動等の生活の一部において行った茶栽培が発祥
られ 機械化の時代へと変化していく 要因となっていた
茶生産の特徴および茶に関する時代区分を基に 研究対 茶産地発祥の要因が 執政者による栽培指示である茶産
象茶産地の選定基準を検討し 選出基準を 明治時代以 地は 産地であった 発祥時期は 期 室町時代 安土
前から茶産地が形成されていること 茶産地の発祥およ 桃山時代 期 江戸時代 であり 期に発祥した 産
び形成過程に関する資料が存在すること 茶産地の発祥 地は 茶の湯に傾倒した執政者による茶栽培の指示が発祥
地が地図上で特定可能なこと 以上 点とした その結果 要因となっていた 一方 期に発祥した 産地は 藩政
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いて園茶の形成が行われていた 栽培場所は 地区内のヤ 産業が形成された時期 茶産業形成の主な主導者 茶
マチャ自生地であった 産業の内容 茶産地所在地 について調査分析を行っ
た その結果 茶産業形成の主導者および茶産業の内容の
相違より 以下 つのタイプに分類された 表
栽培地発祥の要因が 庶民による栽培である茶産地は
産地であった うち 産地は 期 江戸時代 に発祥して
おり 南北朝時代の著作である 異制庭訓往来 に名茶産 藩主導により 年貢のための商品作物として茶が栽培さ
地として記述された栂ノ尾や宇治から茶種を移入させたも れた産地は 産地であった 発祥時期の違い等により さ
のである 栽培場所は 境内 地区内と多様であった らにタイプが細分化されたが 期 江戸時代 の初期
年代 から産業形成が行われた茶産地が 産地と多
かった 期初期に産業形成が成された茶産地のうち 発
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れら相良茶 鹿北茶 川根茶は いずれも人吉藩 肥後藩 発祥当時から僧侶の指導のもと天皇家や鎌倉幕府に茶を献
幕府直轄地の藩政指示による年貢のための商品作物が発祥 上していたが 期 江戸時代 中期 年代 には茶
要因であり 産業形成でもあった 農家自身が煎茶方法を開発し 販売を行う状況にまで至っ
ている 一方 土山茶は 期 江戸時代 初期 年代
に発祥し 産業形成が始まった 期 江戸時代 中期
藩庇護のもと 商人の経済行為として茶産業が行われた 年代 は僧侶による茶の栽培と売買だけであったが
産地は 産地であった うち 信楽茶は 期の平安時代に やがて商人による茶の販売にまで至る このタイプの茶産
茶産地が発祥し それ以降 地頭 有力大名 幕府 諸大 地の所在地は 京都や滋賀であった
名と時代毎の権力者に庇護されながら 献上品としての地
位を保ち 商人による流通販売が行われてきた 一方 残
り 産地は 期 室町時代 安土桃山時代 に発祥し 宇治御茶師や商人による栽培および経済行為が行われた
期初期から商人による流通販売が行われている これらは 産地は 産地存在した 宇治茶は 期の室町時代に幕府の
青柳茶 として献上された矢部茶や 八女茶のように茶産 庇護を受けて発祥して以来 有力大名の庇護 御茶師 種
地の価値が早期に認知されている傾向があった また 茶 家による献上品生産と 茶名産地としての地位を保ち続
産地所在地が信楽茶を除いて九州であった けた 栽培方法も宇治固有の覆下栽培であり この栽培方
法は宇治にのみ認められたものであった 狭山茶は 期の
鎌倉時代に発祥しながらも 期 江戸時代 初期
藩庇護のもと 僧侶による献上作物の栽培として茶産業 年代 に衰退している 期 江戸時代 後期 年代
が形成された産地が 産地あった 発祥時期の違いによ に茶商人の尽力により流通が復興し 製茶技術の向上が図
り さらにタイプが細分化されたが 産業形成期は 期 られた また 土山茶 頓宮地区 は 期 江戸時代 中
江戸時代 初期 年代 で一致していた 知覧茶は僧 期 年代 に発祥し 同時に商人による畦畔栽培の推
侶と島津家との関係 土山茶は僧侶と天皇家の関係が産業 奨や製茶技術の向上が図られ 街道筋の地の利を活かした
形成に影響を及ぼしていた 街道筋茶販売が行われた
僧侶の指導を受け 茶農家による栽培が行われた産地が 茶産地が立地する地形および水系の状態を分析した結
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宮脇 勝 深谷正則 千葉県域の利根川水系におけ
る水塚及び屋敷林の文化的景観に関する研究 栄町 本杢
村 印西市 我孫子市 柏市 白井市の水塚と屋敷林のタイ
プ分類 保存状態 所有者意識 都市計画学会論文集
水野和浩 栗田和弥 麻生 恵 農村地域における
景観の変遷に関する基礎的研究 ランドスケ プ研究




分析した結果 水源に近い谷に立地する 源流部立地型 れる 産業が円滑に形成されるためには流通に必要なイン
産地 地区 両側を山地に囲まれた上流域に立地する フラや需要を満たすための栽培面積の確保が重要となる
両側山地上流域立地型 産地 地区 両側を山地に囲 環境と人との関係が茶産業の形成過程により変化すること
まれた中流域に立地する 両側山地中流域立地型 産地 が明らかとなった
地区 河川が茶産地近辺の地形低部を流れる 河川近接
立地型 産地 地区 の タイプに分類された
さらに 茶産地と斜面の分布関係を地形上の断面配置の 本研究は 明治以前からの茶産地を研究対象とし その
観点から分析した結果 谷底の平坦地に立地するタイプ 発祥要因および江戸時代までの茶産地形成過程と地形構造
産地 地区 傾斜地に立地するタイプ 産地 地区 の関係から景観構造とその特徴について以下の点が明らか
台地 丘陵上の平坦地に立地するタイプ 産地 地区 となった
の タイプに分類された なお傾斜地の基準は 傾斜 度 茶産地の発祥要因は 発祥の祖の相違により タイプに
以上を急傾斜地 傾斜 度以上を緩傾斜地とする農用地の 分類された また 茶産地の形成過程は 主導者や生産
基準に従い分析を行った その結果 傾斜地に立地する茶 流通体制などの茶産業のあり方の相違により タイプに分
産地のうち 相良茶と嬉野茶のみ急傾斜地に立地し 他 類された








期 平安時代 鎌倉時代 に発祥した茶産地 産地 変化した茶産業のあり方は 茶産地の景観構造をも変化さ
地区 は 源流部立地型の傾斜地か 河川近接立地型の台 せていったと考えられる 今後は 明治以降の茶産業およ
地 丘陵上に立地していた これらの茶産地は 僧侶によ び茶産地の景観の変遷を環境的要因および人的要因の関係
る播種 栽培が発祥要因であり 禅宗僧侶による境内およ 性から明らかにし 生きている景観 としての茶産地のあ
び寺院周辺での播種 栽培が多いことから 禅宗寺院の立 り方を検討する上での一助としたい
地条件と茶の栽培環境条件が適合していたと考えられる また 今回茶産地の茶畑のみを対象として研究を行った
また 期 江戸時代 に発祥した茶産地 産地 地 が 集落や周辺環境との関係性を構造的に把握することも
区 のうち 両側山地上流域立地型または両側山地中流域 重要であり さらなる調査分析が必要と考える
立地型に立地する茶産地が 産地 地区と多かった う
ち 執政者による栽培指示が発祥要因の茶産地は 全て傾
斜地に立地し 僧侶による播種 栽培または庶民による播








ち ヤマチャの園茶化を図った茶産地 産地 地区 は
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: In accordance with varying social demands for tea through the ages, tea-producing
districts were changed, resulting in development of various tea growing and manufacturing
technologies. Furthermore, the appropriateness of a natural environment for tea production is con-
sidered to be deeply related to the formation of tea-producing districts. This study is aimed at
summarizing the origination circumstances and formation processes of tea-producing districts in
Japan and deﬁning the landscape structures in these districts based on the identiﬁcation of topograph-
ic features and water systems.
The selected study areas are tea-producing districts formed before the modern age when the
selection of cultivating land depended on whether its natural environment was appropriate for tea
production.
As a result of the analysis, the origination factors of the tea-producing districts under study were
classiﬁed into four types based on the originators. The formation processes of the tea-producing
districts were classiﬁed into ﬁve types based on the management systems of tea-producing. Further-
more, topographic structures of these districts were classiﬁed into four types based on the relationship
between tea-producing districts and water systems, and three types based on the relationship between
tea-producing districts and gradients.
Lastly, landscape structures were classiﬁed into types to demonstrate that the landscape struc-
tures of Japanese tea-producing districts are characterized by the origination era and factors.
Furthermore, the selection of cultivating land was found to be related to the origination of tea-
producing districts.
: Japanese Tea-producing districts, Tea plantation landscape, Landform, Structure of
landscape, Cultural landscape
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